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真
人
里
地
農
業 

 

担
い
手
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収 

  

国
が
推
進
す
る
地
域
計
画
策
定
の
た
め 

の
話
合
い
を
進
め
る
意
向
調
査
と
地
域
農 

業
の
課
題
解
決
を
進
め
る
真
人
里
地
地
区 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
の
実
践
に
向
け
た
取
り 

組
み
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、
真
人
里 

地
の
農
家
組
合
員(

地
権
者
・
耕
作
者)

に 

配
布
さ
れ
、
回
答
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
お
手
配
を
お
願
い
し
ま
し
た
農 

家
組
合
長
様
、
関
係
農
家
の
方
々
の
ご
協 

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
1

9

5
名
の
関
係
者 

に
配
布
さ
れ
、
回
答
者
は
1

3

9
名(

男 

性
1

2

4
名
、
女
性
14
名
、
不
明
1
名)

の
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
回
収 

率
は
約
7
割
で
し
た
。 

 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
】 

 

 

現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
次
集
計
を 

終
え
、
見
え
る
化(

グ
ラ
フ
作
成)

を
行
う 

ク
ロ
ス
集
計
も
概
ね
終
了
し
、
話
し
合
い 

に
使
用
す
る
資
料
の
作
成
と
合
わ
せ
た
ア 

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
も
行
っ
て
い
る
と 

こ
ろ
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
10
年
後
ま
で

の
農
業
に
つ
い
て
設
問
し
、
①
規
模
拡 

大
、
②
現
状
維
持
、
③
規
模
縮
小
・
離
農 

意
向
の
区
分
を
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

                                          

                                         

 

真
人
里
地
地
域
で
話
合
い 

  

今
後
、
地
域
で
話
合
い
を
進
め
る
た 

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
者
で
構
成
す
る 

「
営
農
実
践
委
員
会
・
会
長
藤
巻
政
一
ほ 

か
12
名
」
が
事
務
局
と
な
り
、
各
農
地 

 (

協
定
農
用
地
等)

の
代
表
者
か
ら
な
る 

「
地
域
計
画
推
進
委
員
会
」
を
立
上
げ 

て
、
先
般
20
日
に
説
明
会
を
開
催
し
、
地 

区
計
画
策
定
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て 

協
議
を
し
ま
し
た
。 

                  

話
合
い
の
開
催 

 
 

10
年
後
の
地
域
農
業 

を
考
え
る
会 

 

話
合
い
の
第
一
弾
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト 

で
の
規
模
拡
大
意
向
の
方
を
主
体
に
集
ま 

っ
て
い
た
だ
き
、
①
地
域
計
画
の
説
明
、 

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
説
明
、
③
担
い
手 

が
拡
大
し
た
い
団
地(

区
域
別
農
地)

で
の 

話
合
い
を
行
い
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
都
合 

を
合
わ
せ
て
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 開
催
日 

令
和
5
年
７
月
３１
日(

月) 

時 

間 

午
後
７
時
００
分
～(

２
h
予
定) 

 

会 

場 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

も
っ
と 

ホ
ッ
ト
に 

 
 

 
 

 

ま
っ
と
! 
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真人住民アンケート(集約版) 

 

アンケートの実施主体 
・小千谷市農林課・農業委員会 
・ビレッジプラン真人里地地区実践委員会 
(構成 地域住民代表・長岡農林振興部・小千
谷市にぎわい交流課地域づくり関係者) 
 
営農実践委員会(ビレッジプラン真人里地地
区実践委員会農業分科会)  

７月２０日 地域計画推進委員会 会場 : 真人ふれあい交流館 

事業主体が新潟県で事業が進められている真人地区の農業農村整備事業になります。 
※進捗率は総事業費に対する令和4年度予算までの合計が占める割合で示しました。 

(事業の進捗により今後の内容変更もあります。) 

県営事業(新潟県施工)

受益面積 総事業費 R4までの事業費 R4までの

着　工 完　了 ha 千円 千円 進捗率%
防災重点農業用ため池等緊急整備事業 栗　山 H29 R8 30 687,000 529,000 77%
中山間地域農業農村総合整備事業 栗　山 R3 R12 31 1,612,000 176,000 11%

若　栃 H29 R6 16 936,000 844,000 90%
真人北部若栃 R3 R8 20 932,000 96,000 10%
芋坂時之島 R3 R8 15 742,000 110,000 15%

工　　期

農地環境整備事業

事　　業　　名 地　区　名

令和５年度　農業農村整備事業　地区別(真人地内)
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道
路
・
河
川
要
望
現
地
確
認 

  

令
和
５
年
度
の
市
道
、
県
道
及
び
河
川 

に
か
か
る
町
内
要
望
に
つ
い
て
取
り
ま
と 

め
、
５
月
３０
日
に
関
係
機
関
へ
各
要
望
書 

(

里
地
・
芋
時
・
北
部
地
区)

を
提
出
し
、 

７
月
４
日(

火)

に
小
千
谷
維
持
管
理
事
務 

所
お
よ
び
小
千
谷
市
建
設
課
の
関
係
機
関 

の
現
地
踏
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                    

数
多
く
の
地
域
要
望
・
提
案
が
出
さ
れ 

ま
し
た
が
、
実
現
さ
れ
る
と
い
い
で
す 

ね
。 

 

【
中
山
間
地
域 

懇
談
会
開
催
】 

  

真
人
・
岩
沢
・
東
山
地
域
の
三
地
域
に 

よ
る
中
山
間
地
域
の
懇
談
会
が
７
月
８
日 

(

土)

に
東
山
住
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
市 

長
、
地
元
市
議
会
議
員
と
各
地
域
の
代
表 

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
地
域
と
も 

地
域
づ
く
り
支
援
員
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ 

ぞ
れ
の
地
域
課
題
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
回
は
真
人
地
区
の
地
域
状
況
と
子
育 

て
支
援
の
事
例
紹
介
で
意
見
交
換
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
宮
崎
市
長
は
、
意 

見
を
聞
い
て
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を 

行
っ
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
若
い
人
が
小
千
谷
に
戻
っ
て
き
た 

方
も
い
る
が
、
周
り
の
人
が
「
な
ん
で
こ 

ん
な
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
き
た
の
か
」
と
ネ 

ガ
テ
ブ
な
声
が
多
い
と
指
摘
。
住
民
ア
ン 

ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、
自
分
の
子
供
に
戻 

っ
て
き
て
ほ
し
い
か
の
設
問
に
多
く
の
方 

が
戻
っ
て
こ
な
く
て
も
良
い
と
の
回
答
で 

し
た
。 

ま
ず
は
気
持
ち
か
ら
変
え
て
ポ
ジ
テ
ブ 

に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

(

会
場 

東
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー) 

 
 

                     

 

南
部
地
域
教
育
懇
談
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
小
中
校
区 

  

7
月
21
日(

金)

午
後
６
時
か
ら
桜
町
大 

竹
会
館
で
初
め
て
と
な
る
南
部
地
域
の
教 

育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
南
小
中
学
校
と 

総
合
支
援
学
校
の
校
長
、
教
頭
に
高
野
教 

育
委
員
他
、
地
域
関
係
者
が
一
堂
に
会
し 

意
見
交
換
と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

小
中
学
校
は
地
域
に
根
差
し
、
後
援
会 

な
ど
地
域
と
密
接
な
繋
が
り
が
構
成
さ
れ 

て
い
ま
す
が
、
総
合
支
援
学
校
へ
の
通
学 

範
囲
は
広
範
で
あ
り
、
状
況
が
違
う
中
で 

塩
殿
地
区
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
え
て 

い
る
実
態
も
あ
り
、
今
年
度
１０
周
年
を
迎 

え
ま
し
た
が
、
学
校
事
情
に
よ
り
来
年
度 

記
念
事
業
を
実
施
し
た
い
と
の
報
告
や
現 

状
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
学
校
関
係
に
関
す
る
関
係
所
管

へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
川
上
会
長
よ
り

報
告
が
な
さ
れ
、
今
回
の
議
題
内
容
と
と

も
に
議
題
も
含
め
て
今
後
の
活
動
で
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

            
 

     

遊
水
地
説
明
会 

地
元
要
望
へ
回
答 

 

 

令
和
元
年
東
日
本
台
風
規
模
の
洪
水
が 

起
こ
っ
た
場
合
で
も
、
河
川
の
水
位
を
下 

げ
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
河
川
整 

備
を
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
と
し
て
国
が
進
め
、
真
人
と
塩
殿 

の
遊
水
地
が
信
濃
川
河
川
事
務
所
の
事
業 

と
し
て
計
画
さ
れ
、
塩
殿
の
遊
水
地
で
は 

工
事
に
着
手
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

真
人
遊
水
地
も
国
土
交
通
省
信
濃
川
河 

川
事
務
所
担
当
者
よ
り
、
時
間
を
か
け
て 

説
明
を
受
け
て
、
７
月
８
日
の
説
明
会
で 

は
、
対
策
委
員 

会
か
ら
の
要
望 

事
項
へ
の
回
答 

や
工
事
道
路
の 

変
更
、
遊
水
地 

計
画
の
シ
ミ
ュ 

レ
ー
シ
ョ
ン
な 

ど

が

説

明

さ 

れ
、
事
業
へ
の 

理
解
と
同
意
が 

お
願
い
さ
れ
ま 

し
た
。(

河
川
写

真
提
供
渡
邊) 

  

            

 

水
害
防
止
意
見
交
換
会 

 
 

 
 

  

真
人
沢
下
モ
島
ほ
場 

  

７
月
４
日(

火)

の
９
時
か
ら
真
人
ふ
れ 

あ
い
交
流
館
に
お
い
て
、
鷲
尾
衆
議
院
議 

員
と
真
人
下
モ
島
の
水
害
防
止
の
意
見
交 

換
会
が
開
催
さ
れ
、
国
土
交
通
省
信
濃
川 

河
川
事
務
所
お
よ
び
長
岡
振
興
局
地
域
整 

備
部
小
千
谷
維
持
管
理
事
務
所
、
小
千
谷 

市
建
設
課
の
担
当
職
員
を
交
え
て
会
議
が 

開
催
さ
れ
、
そ
の
後
現
地
確
認
が
な
さ
れ 

ま
し
た
。(:

掲
載
の
水
害
写
真
は
令
和
元
年 

台
風
１９
号
豪
雨
災
害
時
の
様
子
で
、
こ
の 

後
県
道
小
千
谷
十 

日
町
津
南
線
も
交 

通
止
が
行
わ
れ
ま 

し
た
。) 

         

             

お
知
ら
せ
版
へ
続
く 

上沢 歩道新設要望 

干三 河川改修要望 

北山 道路改修要望 

時ノ島 消パイ新設要望 

真人沢下モ島地内ほ場 撮影渡邊 
 

R:元年台風19号 下タ島計画越流提ケ所 
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気
づ
南
會
万
灯
制
作 

 

 
 

 
 

気
づ
南
會
代
表 

庭
野
優
也 

真
人
町
内
の
皆
様
に
は
い
つ
も
お
世
話 

様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

気
づ
南
會
で
は
、
地
域
の
ご
厚
意
に
よ 

り
今
年
は
真
人
町
本
村
地
内
で
万
灯
の
制 

作
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
住
民
の
皆
様
か
ら
は
万
灯
行
事
に 

つ
き
ま
し
て
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し 

た
こ
と
に
会
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま 

す
。 今

月
に
入
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
て
「
物 

凄
い
万
灯
を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。」
地
域 

の
皆
様
に
ご
披
露
で
き
る
こ
と
を
励
み
に 

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
気 

づ
南
會
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け 

ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

※
子
供
対
象

の
万
灯
乗
車

体
験
開
催 

・
真
人
ふ
れ

あ
い
交
流
館 

 

８
月
２７
日

(

金 

)

午
後
２
時

１５
分
集
合 

  

  
 

真
人
資
源
保
全
会
活
動 

  

真
人
地
域
資
源
保
全
会(

会
長
藤
巻
政 

一)

は
７
月
２０
日(

水)

午
後
７
時
３０
分
か 

ら
地
区
代
議
員
や
団
体
代
表
者
な
ど
の
１９

名
の
出
席
に
よ
り
第
２
回
運
営
委
員
会
を 

開
催
し
、
協
働
活
動
の
補
修
工
事
や
長
寿 

命
化
計
画
を
議
題
に
会
議
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。 

 

活
動
の
内
容
は
真
人
地
域
資
源
保
全
会 

な
ど
の
た
よ
り
で
周
知
さ
れ
て
お
り
ま
す 

が
、
保
全
会
も
設
立
し
て
か
ら
１７
年
目
を 

迎
え
、
農
地
や
施
設
の
実
践
活
動
に
よ
り 

農
業
の
維
持
に
つ
い
て
支
え
て
い
ま
す
。 

制
度
が
多
面
的
支
払
い
交
付
金
制
度
に
変 

更
さ
れ
て
か
ら
８
年
目
と
な
り
ま
し
た 

が
、
農
村
環
境
保
全
活
動
で
は
、
地
域
内 

の
美
化
や
環
境
保
全
活
動
に
貢
献
し
て
い 

ま
す
。 

 

真
人
地
域
資
源
保
全
会
は
構
成
員
名
簿 

に
す
べ
て
の
町
内
会
を
入
れ
て
い
る
た
め 

に
、
真
人
里
地
町
民
全
員
が
構
成
員
と
な

っ
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
活
動
に
置
き
ま

し
て
は
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

                

8.

17 

大
の
釈
迦
踊 

  

８
月
１７
日(

木) 

会
場 

円
蔵
寺 

・
泡
観
音
様  

１９
時
３０
分
～ 

・
大
の
釈
迦
踊 

20
時
00
分
～ 

  

保
存
会
員
の
高
齢
化
と
会
員
数
の
減
少 

に
よ
り
伝
統
文
化
の
伝
承
に
苦
慮
し
て
お 

り
ま
す
が
、
大
の
釈
迦
保
存
会
の
主
催
に 

よ
り
開
催
が
継
続
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

上
沢
町
内
の
方
の
大
勢
の
参
加
で
盛
り
上 

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
町
内
に
ご
案
内
が 

あ
り
ま
し
た
が
、
上
沢
町
外
の
方
で
も
ご

都
合
が
つ
く
方
は
ご
一
緒
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
の
釈
迦
踊
り
の
音
頭
で
は
、
鳴
り
物
を 

使
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
音
頭
取
り 

を
機
械
的
に
行
っ
て
み
る
よ
う
で
す
の
で 

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

                   

【 

ス
マ
ホ
教
室
開
催 

】 
 

小
千
谷
市
公
民
館
主
催
の
「
ス
マ
ホ
教 

室
」
が
５
月
の
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
体
験
会 

を
初
回
に
、
そ
の
後
２
日
に
渡
る
ス
マ
ホ 

教
室
が
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
２
回
、 

芋
時
集
会
場
で
１
回
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ 

の
従
業
員
が
講
師
と
な
り
開
催
さ
れ
、
ラ 

イ
ン
や
動
画
の
操
作
な
ど
を
教
わ
り
ま
し 

た
。 

 

参
加
人
数
を
少
数
に
制
限
し
、
講
師
が 

３
名
で
教
え
て
い
ま
し
た
の
で
初
心
者
に 

は
あ
り
が
た
い
行
事
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

出
張
ス
マ
ホ
教
室 

 

モ
バ
イ
ル
の
窓
口(

有)

豊
楽(

十
日
町
市) 

は
７
月
１１
日(

火)

午
後
か
ら
真
人
ふ
れ
あ 

い
交
流
館
で
「
出
張
ス
マ
ホ
教
室
」
を
開 

催
し
ス
マ
ホ
の
操
作
な
ど
に
つ
い
て
教
え 

る
ほ
か
、
質
問
・
相
談
も
受
け
付
け
て
い 

ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
中
に
は
新
し
く
購
入
し
た
ス 

マ
ホ
片
手
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し 

た
。
ま
た
、
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
も
イ
ン
ス
ト 

ロ
ー
ル
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
も
設
定
し
て
い
た 

だ
き
、
友
達
自
動
追
加
に
設
定
、
そ
の
後
ど 

う
な
り
ま
し
た
か
気
に
な
る
所
で
す
。 

              

【お
知
ら
せ
】 

   

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
中
止 

  

８
月
開
催
の
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
」 

は
、
柳
田
講
師
の
都
合
に
よ
り
中
止
と
な 

り
ま
す
。 

次
回
の
開
催
時(

9
月
５
日(

火)

午
後
１

時
３０
分
予
定)

に
ま
た
お
集
ま
り
く
だ
さ 

い
。 

 
(

予
約
不
要
・
参
加
費
無
料) 

 

奉
納
花
火
大
会
開
催 

 
 

真
人
祭
り
奉
納
煙
火
協
賛
会 

真
人
祭
り
奉
納
煙
火
協
賛
会(

代
表
藤
巻 

克
久)

が
主
催
し
、
真
人
町
里
地
振
興
協 

議
会
が
後
援
す
る
奉
納
花
火
大
会
が
「
地 

区
一
層
の
活
性
化
」
が
図
ら
れ
る
こ
と
を 

念
願
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

と 

き 

八
月
十
五
日(

火)

19
時
30
分
～ 

と
こ
ろ 

真
人
里
地
地
内 

(

下
タ
島
河
川
敷
打
ち
上
げ) 

 

若
栃
花
火
開
催
予
定 

  

今
年
は
お
ぢ
や
祭
り
と
開
催
日
が
重
な 

る
こ
と
か
ら
、
九
月
二
日(

土)

に
若
栃
十 

二
社
秋
祭
り
「
若
栃
大
花
火
」
を
開
催
の 

予
定
で
す
。
開
催
の
際
は
次
号
で
詳
細
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  

熱
中
症
に
注
意
!! 

 

梅
雨
の
時
期
と
は
言
え
こ
の
猛
暑
に
体 

調
を
崩
さ
な
い
で
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ 

う
。
熱
い
時
間
帯
は
避
け
て
水
分
を
こ
ま 

め
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン 

ク
な
ど
は
汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
の
補
給
に 

も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
十
分
な
睡
眠 

に
も
気
を
使
い
ま
し
ょ
う
。 

真人の風 
（令和 ５年 ７月２５日） 

(全 戸 配 布) 
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遊
舞
会
柏
崎
で
舞
う 

 
 

柏
崎
ど
ん
GA

RA
祭
り
参
上 

  

7
月
１６
日(
日)

に
開
催
さ
れ
た
「
柏
崎 

ど
ん
GA

LA
祭
り
」
に
初
参
加
し
た
遊
舞 

会
の
追
っ
か
け
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
猛
暑
で
し
た
の
で
、
午
前
中 

の
撮
影
で
熱
中
症
の
手
前
ま
で
体
調
が 

ダ
ウ
ン
し
た
の
で
、
涼
し
い
ホ
ー
ル
で
休 

憩
し
て
か
き
氷
で
回
復
し
ま
し
た
。 

                              

 

海
風
も
あ
る
と
は
言
え
、
暑
い
中
で
し 

た
が
最
後
ま
で
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
で
頑 

張
っ
て
舞
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

帰
っ
て
き
て
か
ら
の
水
分
補
給
で
英
気 

を
回
復
し
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
時
期
に 

こ
の
衣
装
に
て
３
会
場
で
最
後
ま
で
踊
り 

切
っ
た
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
た
で
賞
を
送
り 

ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

(

上
か
ら
二
段
目
の
２
枚
の
写
真
は
遊
舞
会 

様
よ
り
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た) 

                              

                                       

プ
レ
ー
バ
ッ
ク 

 
 

 
 

真
夏
の
運
動
会 

 

温
暖
化
で
今
な
ら
絶
対
に
無
理
な
真
夏 

の
大
町
内
運
動
会
で
す
。
平
成
23
年
は
栗 

山
集
落
単
独
で
も
負
け
て
な
か
っ
た
!! 

 

画
像
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

                                  
 

【
編
集
後
記
】 

 

今
月
の
中
山
間
地
域
の
会
議
に
話
題
提 

供
の
た
め
の
資
料
を
作
り
ま
し
た
。 

先
月
号
で
市
内
の
各
学
校
生
徒
と
児
童
と 

真
人
地
区
の
未
就
学
児
を
載
せ
ま
し
た 

が
、
今
回
の
中
山
間
地
域
に
集
ま
っ
た
東 

山
、
岩
沢
、
真
人
地
区
の
状
況
を
左
の
図 

の
よ
う
に
比
較
し
ま
し
た
。 

人
口
・
世
帯
数
は
右
肩
上
が
り
で
す
が
、 

未
就
学
児
の
人
数
は
横
並
び
で
す
。
総
人 

口
に
占
め
る
未
就
学
児
は
逆
に
右
肩
下
が 

り
で
、
人
口
の
少
な
い
地
区
の
ほ
う
が
真 

人
地
区
よ
り
も
多
い
割
合
と
な
り
、
人
口 

の
一
番
少
な
い
東
山
の
約
４
．
５
人
に
対 

し
、
真
人
地
区
は
約
２
人
と
半
分
以
下
の 

結
果
で
す
。 

様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
若 

者
離
れ
の
結
果
が
数
字
に
表
れ
て
い
ま 

す
。
一
人
で
出
来
な
い
こ
と
も
皆
で
集
ま 

っ
て
、
今
出
来
る
こ
と
を
は
じ
め
ま
せ
ん 

か
。 (

渡
邊) 

         

栗山単独チーム 


